
はじ めに

わたし たち がく ら す立川市には、 子ども や大人、 高
こ う れい

齢の人、 けがを し ている人、 妊
にんし ん

娠

し ている人、 つえを ついている 人、 目が見えない人、 耳が聞こ えない人、 車いすに乗っ

ている人、 し ずかなと こ ろ がすき な人、 ペースがゆっ く り な人などいろ いろ な人が住ん

でいます。

いろ いろ な人がなかよ く く ら し ていく ためには、 年
ねんれい

齢、 性
せいべつ

別、 国
こ く せき

籍、 心や体のじ ょ う

き ょ う に関
かんけい

係なく 、 だれにと っ ても く ら し やすく するための工
く ふ う

夫がひつよ う です。 例
たと

え

ば、 JR立川駅には階
かいだん

段だけではなく 、 エスカ レ ータ ーやエレ ベータ ーが設
せ っ ち

置さ れてい

て、 だれでも 便
べ ん り

利に使う こ と ができ ます。 まち の案
あんないばん

内板には、 漢字だけではなく 、 ふり

がながふっ てあっ たり 、 外国語が書いてあっ たり 、 音声が流れたり 、 みんながわかるよ

う に工
く ふ う

夫がし てあり ます。 こ のほかにも 、 わたし たちがく ら す立川市にはみんながく ら

し やすい工
く ふ う

夫がたく さ んあり ます。 どんな工
く ふ う

夫があるのか、 どんな人にと っ て便
べ ん り

利なの

かをいっ し ょ に考えてみまし ょ う 。

一人ひと り は、 それぞれがちがう 、 かけがえのない大切なそんざいです。 いろ いろ な

人が地
ち い き

域の一員であるこ と を 知り 、 おたがいに助け合っ て、 思いやり のあふれる、 みん

ながく ら し やすいまちを、 わたし たちでつく っ ていき まし ょ う 。

こ の冊
さ っ し

子は、 立川市立小学校において、 障
し ょ う がいり かい

害理解教育を推
すいし ん

進するための補
ほじ ょ き ょ う ざ い

助教材と し て作
さ く せい

成し まし た。
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家やまち の中でみんなが

使いやすい工
く ふ う

夫を さ がし て

みまし ょ う 。

いく つ見つけら れるかな？
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さ て、 まちの中にはどう し てこ のよう な工
く ふ う

夫があるのでし ょ う か？考えてみてく ださ い。

Q 1

ど う し て階
かいだん

段

と スロ ープ が

ついている の

でし ょ う か？

答え・ かいせつ

つえを ついた高
こ う れい

齢の人、 足を けがし

ている 人、 ベビ ーカ ーを おし ている

人、 車いすを 使用し ている 人（ く わ

し く は15ページ） など、 利
り よ う

用する 人

が使いやすいほう を えら んで使える

よう になっ ています。

Q 2

こ の歩道には

ど んな工
く ふ う

夫が

さ れている の

でし ょ う か？

答え・ かいせつ

こ の歩道には目が見えない人（ く わ

し く は6 ペ ージ ） のた めの点字ブ

ロ ッ ク があり ます。 また、 十分な広

さ があり 、 車いすやベビ ーカ ーでも

ぶつから ずに通るこ と ができます。

Q 3

エレ ベータ ー

はど んな人に

便
べ ん り

利でし ょ う

か？

答え・ かいせつ

エレ ベータ ーは、 だれでも 楽に移
い ど う

動

ができ ま す。 ベビ ーカ ーや車いすを

使用し ている 人、 高
こ う れい

齢の人、 重たい

荷物を持っ た人、 みんなに便
べ ん り

利です。

Q 4

こ のト イ レ に

はど んな工
く ふ う

夫

がさ れている

の で し ょ う

か？

答え・ かいせつ

車いすを 使用し ている 人がト イ レ を

使う 時には、 はばの広い出入り 口や

回転で き る ス ペ ース がひつ よ う で

す。 赤ち ゃ ん のお むつ かえ シ ー ト

や、 オ ス ト メ イ ト （ く わし く は25

ページ） 対
たいおう

応の設
せ つ び

備も あり ます。 ま

た、 ボタ ン も 大き く なっ ていて手が

動かし づら い人（ く わし く は15ペー

ジ） も 、 おし やすい工
く ふ う

夫があり ます。

Q 5

こ の案
あんないばん

内板に

はど んな工
く ふ う

夫

がさ れている

の で し ょ う

か？

答え・ かいせつ

①絵文字や外国語でだれにでも わか

る よ う になっ ています。 ②音声や点

字での案
あんない

内があり 、 目が見えない人

（ く わし く は6 ページ） や耳が聞こ

えない人（ く わし く は11ページ） で

も どこ にいるかがわかり ます。
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わたし たちが住んでいるまちには、 年
ねんれい

齢や性
せいべつ

別、 国
こ く せき

籍、 心や体のじ ょ う きょ う に関
かんけい

係なく 、

だれにでも く ら し やすいまちにするために、 さ まざまな工
く ふ う

夫があり ます。

だれにでも 使いやすく 、 く ら し やすく するために工
く ふ う

夫さ れたも のを「 ユニバーサルデザイ

ン」 と 言います。

「 ユニバーサル」 と は、「 すべての、 みんなの」 と いう 意味で、「 デザイ ン 」 と は「 計画、

設
せっ けい

計」 と いう 意味です。

ユニバーサルデザイ ンの7 つの原
げんそく

則

だれにでも 公平に使用できるこ と

（ 公
こ う へいせい

平性）

使いやすい方
ほう ほう

法をえら べるこ と

（ 自
じ ゆ う せ い

由性・ じ ゅう なん性
せい

）

使いかたがかんたんで、すぐ わかる こ と

（ たんじ ゅん性
せい

）

見ただけですぐ わかるこ と

（ わかり やすさ ）

安全に使用できるこ と

（ 安
あんぜんせい

全性）

小さ い力で楽に使用できるこ と

（ 省
し ょ う

体
たい

力
り ょ く

）

十分な広さ と 大きさ があるこ と

（ スペースのかく ほ）

2

4

6

1

3

5

7
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く ら し やすく するには？

日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活の中で、「 こ まっ たなあ」 と 思う こ と はだれにでも あり ます。 例
たと

えば、

エレベータ ーのボタ ンに手がと どかなかっ たり 、 案
あんないばん

内板の漢字が読めなかっ たり 、 まちの中で

急におなかがいたく なっ たり 、 人それぞれいろいろなこ まるこ と が起こ り ます。

何ら かの原
げんいん

因で体や心のどこ かがう まく はたら かないために、 日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活で、 こ

まるこ と が起こ るこ と を「 障
し ょ う

害
がい

」 と いいます。

こ まるこ と が起こ るこ と は、 生まれた時や小さ なこ ろから 体や心のどこ かがう まく はたら か

ないこ と によっ て起こ るこ と も あれば、 突
と つぜん

然のけがや病気、 年をと るこ と によっ て起こ るこ と

も あり ます。 こ まるこ と が起こ るこ と （ ＝ 障
し ょ う

害
がい

） と は、 だれにと っ ても 身近なこ と なのです。

こ のよう なこ まるこ と を解
かいけつ

決し ていく こ と で、 多く の人がく ら し やすく なり ます。 どんな時

にこ まるこ と が起こ り 、 どう し たら く ら し やすく なるのかを考えていきまし ょ う 。

① 目が見えない、 見えづら い

見え方、 見えづら さ はさ まざまで、 まっ たく 見えない、 まわり が見えにく い、 まん中が見え

にく い、 字を 大き く し ないと 見えない、 と ても まぶし い、 白く ぼやけて見えるなどがあり ま

す。

7

みんなで考えてみよう

目が見えない、 見えづら いと 、 どんな時にこ まるのかを考えてみよう

こ まるこ と を解
かいけつ

決する方
ほう ほう

法をみんなで話し 合っ てみよう
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日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ なれているこ と は一人でだいたいするこ と ができる

・ 外に出る時は白
はく

杖
じ ょ う

を使っ て点字ブロッ ク をかく にんし て歩く

・ 家の中ではどこ に何があるかをおぼえて生活する

・ 文字を読む時は、 点字や文字を読み上げてく れる機
き か い

械を使う

・ 盲
も う どう けん

導犬を利
り よ う

用する

・ 文字の読み書きを代わり にし ても ら う

・ 一人でなれないと こ ろを歩く 時は案
あんない

内をし ても ら う

・ 大雨や雪、 事
じ こ

故や工事などでいつも と ちがう じ ょ う きょ う の時は案
あんない

内をし ても ら う 　 など

おしらせです

おしらせ

9

わたし に何ができ るかな？

・ 説
せつめい

明する時は、 具
ぐ た い て き

体的につたえる

×悪い例
れい

「 そこ にあり ます」

〇良い例
れい

「 ごはんは10時の方向にあ

り ます」

・ ゆう ど う を する 時は、 ど のよ う にゆ

う どう し たら よいかをかく にんする

例
れい

） ゆう ど う する 人が横に立ち、 ひ

じ の少し 上を つ かん で も ら う

（ 人によっ て少し ちがいます）

・ 初めに、 正面から 「 何かお手つだい

し まし ょ う か？」 と 声をかける

・ 自分の名前をつたえてから 話す

・ 点字ブロ ッ ク の上に自転車を 止めな

い

・ 通路をふさ がない

10

3

何かお手つだい
しましょう か？
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身
し んたいし ょ う がいし ゃ ほじ ょ けん

体障害者補助犬と は、 盲
も う どう けん

導犬、 介
かいじ ょ けん

助犬、 聴
ちょ う

導
どう

犬
けん

のこ と で、 目や耳や手足が不
ふ じ ゆ う

自由な

人の生活を手助けするためにと く べつな訓
く んれん

練を受けた犬です。 き ちんと し つけら れてい

るので、 社会のマナーも 守れるし 、 お手入れも 行き と どいている、 き れいな犬です。 東

京都では約
やく

120頭の補
ほ じ ょ け ん

助犬がかつやく し ていて、 電車やバスにいっ し ょ に乗っ たり 、 デ

パート やコ ンビニエンススト ア、 スーパーマーケッ ト 、 レスト ラ ン、 ホテルなどさ まざ

まな場所にいっ し ょ に行っ たり し ます。

補
ほ じ ょ け ん

助犬は、 障
し ょ う

害
がい

のある人の体の一部と し てはたら く と いう 役目があり 、 外に出たら い

つも 仕事中です。 かわいいと 思っ ても 勝手にさ わっ たり 声をかけたり し て 、 補
ほ じ ょ け ん

助犬の仕

事のじ ゃ まになるよう なこ と はし ないでく ださ い。 補
ほ じ ょ け ん

助犬の役目を 理
り か い

解し てあたたかく

見守り まし ょ う 。

●コ ラ ム●身
し んたいし ょ う がいし ゃ ほじ ょ けん

体障害者補助犬を 知ろ う

ほじ ょ 犬マーク

盲導犬
もう どう けん

介助犬

介
助

犬

かい じょ けん

聴導犬
ちょう どう けん

聴
導

犬

1 1

② 耳が聞こ えない、 聞こ えづら い

聞こ え方はさ まざまで、 まっ たく 聞こ えない、 わずかに聞こ えているが補
ほ ち ょ う き

聴器をつけないと

よく 聞こ えない、 人の話し 声が聞こ えづら い、 雑
ざつおん

音と 聞きわけら れないなどがあり ます。

みんなで考えてみよう

耳が聞こ えない、 聞こ えづら いと 、 どんな時にこ まるのかを考えてみよう

こ まるこ と を解
かいけつ

決する方
ほう ほう

法をみんなで話し 合っ てみよう

緊急地震速報！

大地震です！

きんきゅうじし んそく ほう

おおじし ん
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日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ 補
ほ ち ょ う き

聴器を使う

・ 手話を使う

・ 文字や図などの見てわかるじ ょ う ほう を使う

・ メ ールでれんら く を取り 合う

・ チャ イ ムや非
ひじ ょ う

常ベルの代わり に光るラ ンプを使う

・ テレビの字
じ ま く き の う

幕機能を利
り よ う

用する

・ 人
じ ん こ う な い じ

工内耳（ 手
し ゅ

術
じ ゅ つ

で耳にう めこ む人工の機
き か い

械） を入れる

・ 聴
ちょ う

導
どう

犬
けん

を利
り よ う

用する

・ メ モやノ ート をと っ ても ら う

・ きん急の時は身ぶり や文字で知ら せても ら う 　 な

とう きょう  は はれるでしょうとう きょう  は はれるでしょう

1 3

わたし に何ができ るかな？

・ 大きな声でゆっ く り 話す

・ 身ぶり （ ジェ スチャ ー） でつたえる

・ 口話（ 口の形でつたえる） を使う

・ 手話を使う

・ メ モ帳やホワイ ト ボード に書いてつたえる

・ きん急時は、 身ぶり やメ モなどできけんであるこ と をつたえる

じ っ さ いにあっ た体
たいけんだん

験談「 あり がと う のこ こ ろ 」 その①

親子でお医者さ んに行っ た時に、 つき そっ ている親ではなく 、 本人に向かっ て話をし

てく れた。 先生が、 子ども をそんちょ う し て、 本人にし っ かり 説
せつめい

明をし てく れたこ と が

う れし かっ たです。

緊急地震速報！

大地震です！

きんきゅうじし んそく ほう

おおじし ん

ほ
し
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　 指文字

●ワーク ●手話であいさ つ

と なり の人にあいさ つし て、

名前をつたえてみよう

（ 東京都福祉保健局ホームページより 抜粋）

1 5

③ 手や足が動かない、 動かし づら い、 自分で体を起こ せない

けがや病気で、 手や足などの体の一部、 または全身が動かない、 動かし づら い、 歩く こ と が

できない、 歩きづら い、 物をつかめない、 物をつかみづら い、 自分で体を起こ せない、 自分の

力ですわっ ていら れないなどがあり ます。

みんなで考えてみよう

手や足が動かない、 動かし づら い、 自分で体を起こ せないと 、 どんな時にこ まるのかを

考えてみよう

こ まるこ と を解
かいけつ

決する方
ほう ほう

法をみんなで話し 合っ てみよう
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日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ 車いすを使う

・ つえを使う

・ 義
ぎ し ゅ

手や義
ぎ そ く

足（ 人工の手や足） を使う

・ 機
き か い

械を使う

・ ほじ ょ そう ちのついた車を運転する

・ 介
かいじ ょ けん

助犬を利
り よ う

用する

・ 高い所にある物をと っ ても ら う

・ 代わり に字を書いても ら う 　 など　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

わたし に何ができ るかな？

・ 通路をふさ がない

・ 電車などには、 車いすで利
り よ う

用し やすいスペースがあるので、 車いすを使用し ている人が乗

車し てきたら スペースを空ける

・ こ まっ ているよう な時は「 何かお手つだいし まし ょ う か？」 と 声をかけ、 かがんで同じ 目

線に合わせて、 何をし てほし いのかをかく にんする

（ 例
たと

えば、 高いいちにあるエレベータ ーのボタ ンを代わり におし たり 、 手のと どかないと

こ ろにあるも のを代わり に取っ たり する）

こちらへ
どう ぞ

1 7

④ う まく コ ミ ュ ニケーショ ンをと るこ と が苦手

自分の気持ちを相手につたえるこ と や、 も のごと をう まく つたえるこ と が苦手なこ と があり

ます。 また、 会話の内
ないよう

容を理
り か い

解するのに時間がかかるので、 早口や小声で説
せつめい

明さ れたり 、 一度

にたく さ んのこ と を言われると 、 わから なく なるこ と があり ます。

みんなで考えてみよう

う まく コ ミ ュ ニケーショ ンを と るこ と が苦手だと 、 どんな時にこ まるのかを 考えてみよう

こ まるこ と を解
かいけつ

決する方
ほう ほう

法をみんなで話し 合っ てみよう

たちかわの・・・
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日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ 急がずに、 自分のペースでつたえる、 理
り か い

解する

・ 落ちつく 場所へ移
い ど う

動し てから 話をする

・ く り かえし 聞く 、 ゆっ く り 話し ても ら う など、 まわり の人の 協
きょ う

力
り ょ く

をえる　 など

わたし に何ができ るかな？

・ ゆっ く り 話す

・ 笑
え が お

顔で聞く

・ 短い言葉や単
た ん ご

語で話す

×悪い例
れい

「 そこ のペンで名前を書いてわたし てく ださ い」

〇良い例
れい

「 ペンを 持っ てく ださ い」「 名前を 書いてく ださ い」「 わたし にわたし てく ださ

い」 と 順
じ ゅ ん

番
ばん

に言う

・ 絵や図を使っ てつたえる

た ち か わ

1 9

⑤ 急なへんこ う が苦手、 おぼえるこ と が苦手

ルールや予定の急なへんこ う が苦手、 新し いこ と をおぼえら れない、 集中力がつづかないこ

と があり ます。

みんなで考えてみよう

急なへんこ う が苦手、 おぼえるこ と が苦手だと 、 どんな時にこ まるのかを考えてみよう

こ まるこ と を解
かいけつ

決する方
ほう ほう

法をみんなで話し 合っ てみよう

ひがしぐちに

かわりまし た

東口 西口
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日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ メ モをと る

・ 計画を立てて行動する

・ おたがいに理
り か い

解できたかをかく にんし ながら すすめる

・ ふり がなをふっ ても ら う

・ し ずかな所や気のちら ない所など、 集中し やすいかんきょ う をつく っ ても ら う

・ まわり の人から 温かい目で見守っ ても ら う 　 など

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

わたし に何ができ るかな？

・ 笑
え が お

顔でゆっ く り 話す

・ 具
ぐ た い て き

体的に話す

・ 短い言葉や単
た ん ご

語で話す

・ メ モやカ レンダーを使う

＜どちら がわかり やすい話し 方か考えてみまし ょ う ＞

①

②

予定表

よ て い ひょ う

9： 0 0 小学校正門前に集合

し ょ う がっこ う せいも んまえ

の

し ゅっ ぱつ

し ゅう ご う

バス に 乗っ て 出発

9： 1 5

はじ めに着がえます。

着がえが終わり まし たね。

次に、 ごはんを食べて、

かたづけをし ます。

かたづけが終わり まし たね。

では、 席
せき

について本を 読み

まし ょ う 。

ま ずは、 着がえて、 ごはん

を 食べた後に、 かたづけを

し たら 、 本を読みまし ょ う 。

2 1

⑥ 大き な音や人ごみが苦手、 人の視
し せ ん

線が苦手

大きな物音や人ごみが苦手だっ たり 、 人から 見ら れるこ と が苦手だっ たり し ます。 人と 視
し せ ん

線

を 合わせる こ と が苦手で、 と ても き んちょ う し たり 、 パニッ ク になっ たり する こ と があり ま

す。

みんなで考えてみよう

大きな音や人ごみが苦手、 人の視
し せ ん

線が苦手だと 、 どんな時にこ まるのかを考えてみよう

こ まるこ と を解
かいけつ

決する方
ほう ほう

法をみんなで話し 合っ てみよう
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日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ イ ヤーマフ で音をさ えぎる

・ サングラ スで視
し せ ん

線が合わないよう にする

・ し ずかな所に移
い ど う

動する　 など

わたし に何ができ るかな？

・ じ ろじ ろ見ない

・ まわり で大きな音を立てない、 さ わがない

・ 落ちつく まで、 見守っ てあげる

じ っ さ いにあっ た体
たいけんだん

験談「 あり がと う のこ こ ろ 」 その②

足がう まく 動かないため早く 歩けません。 ゆっ く り と 行動するこ と を 、 いやな顔をせ

ず待っ ていてく れて、 う れし かっ たです。

イヤーマフ

2 3

⑦ 不
ふ あ ん

安になり やすい、 スト レスに弱い

不
ふ あ ん

安でねむれなく なっ たり 、 スト レスに弱く 心がつかれやすかっ たり するこ と があり ます。

見た目ではわかり にく いので、 理
り か い

解し ても ら えないこ と があり ます。 スト レスがかかり すぎる

と 、 だれにでも 起こ る可
か の う せ い

能性があり ます。

日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ 薬を飲んでちり ょ う する

・ し んら いできる人に相談する

・ 学校や会社などでは時間を調整し ても ら う など、 まわり の 協
き ょ う

力
り ょ く

をえる　 など

わたし に何ができ るかな？

・ ゆっ く り ていねいにやさ し い言葉で話す

・ 表などを使っ て、 次にやるこ と や予定をつたえる

・ 落ちつく まで、 見守っ てあげる

お
く

す
り

様

①
②

③・
・

・
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⑧ 体の中（ 内
ないぞう

臓など） がう まく はたら かない、 病気で生活が不
ふ べ ん

便

病気などのために体の中（ 内
ないぞう

臓） がう まく はたら かなかっ たり 、 はたら きが弱いため、 つか

れやすかっ たり 、 体力が低
て い か

下し ていたり し ます。

また、 原
げんいん

因がはっ き り わかっ ておら ず、 ちり ょ う 方
ほう ほう

法がみつかっ ていない病気を難
なん

病
びょ う

と い

い、 300をこ えるし ゅるいの病気があり ます。

例
たと

えば…

・ 心
し んぞう

臓がう まく はたら かず、 みゃく はく がふきそく になる

・ 便
べん

を出すための腸
ちょ う

や尿
にょ う

をためておく ぼう こ う がう まく はたら かず、 おなかに人工の肛
こ う も ん

門や

ぼう こ う をつけている（ く わし く は25ページ ●コ ラ ム●オスト メ イ ト 参
さ ん

照
し ょ う

）

・ 血
けつえき

液をきれいにするじ ん臓
ぞう

がう まく はたら かず、 病院でちり ょ う （ 人工透
と う せき

析） をう ける

・ 肺
はい

などがう まく はたら かず、 こ きゅう がし づら い

・ ほねがも ろく なっ ていく

・ 筋
きんにく

肉がこ わばり 、 だんだん動かなく なる

など、 いろ いろ なし ょ う じ ょ う があり 、 体調が不
ふ あ ん て い

安定だっ たり 、 ち り ょ う に長い期間がか

かっ たり し ます。 見た目では病気だと わから ないし ょ う じ ょ う （ いたみやし びれ、 つかれやす

さ ） も あり 、 こ まっ ているこ と をまわり の人にわかっ ても ら えず、 苦
く ろ う

労し ています。

日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と を へら すために

例
たと

えば…

・ 定期的に薬を飲む

・ 病院に通う

・ 手
し ゅ

術
じ ゅ つ

し てペースメ ーカ ー（ 心
し んぞう

臓の動き を 助け

る機
き か い

械） を入れる

・「 だれでも ト イ レ（ 多目的ト イ レ）」 を使う

・ 外出用のさ んそボンベなどを持ち歩く

・ まわり の人から の理
り か い

解と 協
き ょ う

力
り ょ く

をえる　 など

2 5

わたし に何ができ るかな？

・「 だれでも ト イ レ（ 多目的ト イ レ）」 を長い時間ひと り じ めにし ない

・ ゆっ く り 歩く 人や手すり を使う 人には道をゆずる

・ 混
こ んざつ

雑し ている電車の優
ゆう せんせき

先席近く では、 けいたい電話の電
でんげん

源を切る

・ ヘルプマーク 等（ く わし く は28ページ） をつけている人を見たら 席
せき

をゆずる

優先席
ゆう せんせき

O FF

オスト メ イ ト と は、 ぼう こ う や腸
ちょ う

のはたら き が低
て い か

下し たため

手
し ゅ

術
じ ゅつ

を し て、 おなかに人工肛
こ う も ん

門や人工ぼう こ う （ スト マと よ

びます） をつけた人です。 みなさ んと 便
べん

や尿
にょ う

の出ると こ ろがち

がう だけで、 学校や仕事に行く こ と はも ちろ ん、 旅行やスポー

ツも 楽し めます。 ふだんは、 スト マのまわり にパウチと よばれ

る袋
ふく ろ

をはっ ています。 パウチから 便
べん

や尿
にょ う

、 においがも れるこ と

はあり ません。 おふろ や温
おんせん

泉、 プールにも 入れます。 便
べん

や尿
にょ う

が

たまっ たら ト イ レに流し ます。 外出し たと き は「 だれでも ト イ

レ（ 多目的ト イ レ ）」 の専
せんよう

用のあら い場を 使っ てパウチを 洗う

ので、 ト イ レを使う 時間が少し 長く なり ます。

●コ ラ ム●オスト メ イ ト

バリ アフ リ ート イ レ が必要な人を 優先する

バリ アフ リ ート イ レ を 使う

ひつよう 　 　 　 　 　   　ゆう せん

せんよう

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   「 バリ ア フ リ ー

ト イ レ 」 の専用のあ ら い 場を 使っ て パウ チ を 洗う ので 、 ト イ

レ を 使う 時間が少し 長く な り ま す。
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心のバリ アフ リ ー

だれにでも 使いやすい工
く ふ う

夫がさ れたユニバーサルデザイ ン（ く わし く は5 ページ） のよう

に、 設
せ つ び

備を整えるこ と も 大切ですが、 ちょ っ と し た気配り や工
く ふ う

夫をし てみんながく ら し やすく

するこ と も 大切です。

年
ねんれい

齢、 性
せいべつ

別、 国
こ く せき

籍、 心や体のさ まざまなじ ょ う きょ う に関
かんけい

係なく 、 すべての人がおたがいを

理
り か い

解し 合い、 コ ミ ュ ニケーショ ンを と り 、 さ さ え合う こ と を「 心のバリ アフ リ ー」 と 言いま

す。

おたがいに理
り か い

解し 、 さ さ え合っ ていく ため、 自分には何ができるのかを考えてみまし ょ う 。

自分の心の中にある 「 バリ ア」 をう すく し たり 、 なく し たり し て、「 心のバリ アフ リ ー」 を

目指し まし ょ う 。

心の中にある「 バリ ア」 っ て？

じ っ さ いにあっ た体
たいけんだん

験談「 あり がと う のこ こ ろ 」 その③

小学校に行っ た時、 エレ ベータ ーがなかっ たので、 使っ ていた車いすを男の子たちが一

階から 三階まで運んでく れまし た。 と ても 、 自
し ぜ ん

然な感じ だっ たので、 う れし かっ たです。

ちょっとく らい
いいや！

関係ないもんね！

広いし  じゃま
さ れなく て
いいや！

らく ちんだから

乗っちゃおう！

2 7

わたし にでき る「 心のバリ アフ リ ー」

①工
く ふ う

夫するこ と から はじ めよう ！

日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と は人それぞれちがいます。「 何ができるか？」 をいっ し ょ

に考えるこ と が第一歩です。

②ルールをまも ろう ！

自転車でスピード を出し すぎてし まう と 、 道を歩いている人が、 と っ さ によけら れないこ と

があり ます。 社会のルールや交通ルールをきちんと 守り まし ょ う 。

③自分にも 他の人にも それぞれちがいがあるこ と を知り 、 おたがいにみと め合おう ！

だれにでも 、 得
と く い

意なこ と があれば、 苦手なこ と があり ます。 どんな苦手なこ と があっ ても 助

け合い、 得
と く い

意なこ と をみと め合い、 一人ひと り が大切なそんざいであるこ と を知り まし ょ う 。

④ 障
し ょ う

害
がい

について知ろう ・ わかろう ！

日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まる こ と を 理
り か い

解し 、 思いやり の心と 助け合いの行動につなげま

し ょ う 。

じ っ さ いにあっ た体
たいけんだん

験談「 あり がと う のこ こ ろ 」 その④

お店のド アを車いすで通る時に、 開いておさ えるのを手つだっ てく れて、 助かり まし た。
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【 ヘルプマーク 】

手助けがひつよう なこ と をまわり の人に知ら せるために東京都がつ

く っ たマーク で、 今では全国的
てき

に使われています。

義
ぎ そ く

足や人工かんせつを使用し ている人、 見た目ではわから ない病気

の人や妊
にんし ん

娠初期の人、 パニッ ク を 起こ し てし まう 人、 すぐ にじ ょ う

き ょ う を 理
り か い

解するこ と が苦手で手助けがひつよう な人などが、 かばん

などにつけています。 ヘルプマーク をつけた人を見かけたら 、 席
せき

をゆ

ずっ たり 、 手助けをし たり し まし ょ う 。

【 ヘルプカ ード 】

障
し ょ う

害
がい

や疾
し っ ぺい

病などのある人が身につけ、 日
にち

常
じ ょ う

生活や災
さ い が い じ

害時でこ まっ

た時に、 まわり の人に手助けをおねがいするためのカ ード です。 かば

んな ど に つ け る「 ヘ ルプ カ ード 」 と 、 緊
き ん

急
き ゅ う

れんら く 先や病院、

災
さ い が い じ

害時の集合場所など が書かれた「 ヘルプ カ ード の手帳」 の2 つが

セッ ト になっ ています。

手助けをし よう

①手助けを も と めら れたら 話を

聞く 。

②ヘルプ カ ード の裏
う ら めん

面を かく に

んする。

③かばんの中のヘルプ カ ード の

手帳を見る。

④ヘルプ カ ード の手帳に書かれ

た内
ないよう

容で手助けする。

むずかし い内
ないよ う

容の時は、 ま

わり の大人に手つだっ て も ら

う 。

【 オト モダチカ ード 】

こ まっ ている人がいたら 、 手助けに 協
き ょ う

力
り ょ く

でき るこ と をし めすスト

ラ ッ プ型
がた

のカ ード です。

ヘルプカ ード やヘルプマーク をつけている人がこ まっ ていて 、 手助

けをも と めら れたら 話を聞く などの 協
き ょ う

力
り ょ く

をおねがいし ます。

●コ ラ ム●ヘルプマーク ・ ヘルプカ ード ・ オト モダチカ ード

あなたの親切はめぐ り めぐ っ てあなたにも どっ てく るり ん

2 9

ワーク ①

だれにでも 、 すき なこ と やき ら いなこ と があり ます。 あなたのすき なこ と 、 き ら いな

こ と は何ですか？

自分は何がすきなのか、 花をぬっ て、 花だんに色をつけまし ょ う 。

☆それぞれの花だんの中の花を、 あなたの「 すき度」 でぬっ てみまし ょ う 。

と ても すき …………… 赤

少し すき ……………… ピンク

ふつう ………………… 黄色

少し きら い …………… むら さ き

きら い ………………… 青

まわり の人と 見く ら べてみてく ださ い。 まっ たく 同じ 人はいませんね。 いろいろ な人

がいるこ と で、 一つひと つちがいのあるきれいな花だんができます。

人それぞれの性
せいかく

格にちがいがあるよう に、 脳
のう

や体、 気持ちも ちがいます。 一人ひと り

がすき なこ と やき ら いなこ と 、 得
と く い

意なこ と や苦手なこ と があり 、 そのちがいをみと め合

う こ と で思いやり のあるまちができ ているのです。 みんながちがう と いう こ と を大切に

し まし ょ う 。

●ワーク ●ちがいを知る・ みと める

①本を読む
②作文を書く ③計算する

④友だちと
　 話す

⑤漢字を
　 おぼえる

のう

脳の
花だん

体の
花だん

①歩く

②走る ③ボールを投げる

⑤ジャンプする
④ぶら下がる

①だれと でも
　 なかよく する

②いつも
　 えがおでいる

④計画を立てる ⑤知らないこと に
　 きょう みをも つ

③人に 協 力
　 する

きょうりょく

気持ちの
花だん
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ワーク ②

☆かた手でおり づるや紙ヒ コ ーキをおっ てみまし ょ う 。

手が動かし づら かっ たり 、 手の感かく がにぶかっ たり すると 、 手先を細かく 使う こ と

がむずかし く なり ます。

時間を かけたり 、 まわり の人に手つだっ ても ら っ たり 、 たく さ ん練習を し たり 、 道具

を使う こ と で、 できるよう になり ます。

ワーク ③

☆下の絵には木が何本あり ますか？ 10秒で数えてく ださ い。

☆下の絵には犬が何びきいますか？ 10秒で数えてく ださ い。

たく さ んの中から ひつよう なも のをさ がし たり 、 新し いこ と をおぼえたり する時には

だれでも 時間がかかり ます。

急がせず相手のペースに合わせてゆっ く り つたえたり 、 絵や図を使っ てわかり やすく

つたえたり 、 工
く ふ う

夫するこ と でわかり やすく なっ たり 、 おぼえやすく なっ たり し ます。

3 + 4

2 + 1

8 -3

6 + 3

7 -2

3 1

●「 障
し ょ う がいし ゃ さ べつかいし ょ う ほう

害者差別解消法（ 正式名
めい

称
し ょ う

： 障
し ょ う

害
がい

を理由と する差
さ べ つ

別の解
かい

消
し ょ う

の推
すいし ん

進に関
かん

する法
ほう り つ

律）」

障
し ょ う

害
がい

のある人への差
さ べ つ

別をなく すこ と で、 障
し ょ う

害
がい

のある人も ない人も と も に生きる社会をつく

るこ と を目
も く てき

的と し て、 平
へいせい

成28年4 月1 日から 始まっ た法
ほう り つ

律です。

●「 立川市 障
し ょ う

害
がい

のある人も ない人も 共
と も

に暮
く

ら し やすいまちをつく る 条
じ ょ う

例
れい

」

障
し ょ う

害
がい

を理由と する差
さ べ つ

別をなく し 、 みんながおたがいを尊
そん

重
ちょ う

し て笑
え が お

顔でく ら せるまちをつく

るために、「 立川市 障
し ょ う

害
がい

のある人も ない人も 共
と も

に暮
く

ら し やすいまちをつく る 条
じ ょ う

例
れい

」 が平
へいせい

成30

年4 月1 日から 始まり まし た。

＜内
ないよう

容＞

わたし たち一人ひと り はちがう 人間です。 みんながちがう にも かかわら ず、 みんなが同じ で

あるこ と が良いと 考えてし まう と 、 みんなと 合わせら れる人（ 多数派
は

） にと っ ては都合がよく

て便
べ ん り

利なかんきょ う やルールになり ます。 し かし 、 みんなと 合わせるこ と がむずかし い人（ 少

数派
は

） にと っ ては不
ふ べ ん

便なこ と があり ます。

障
し ょ う

害
がい

と は、 実は、 いろ いろ な人がいる と いう こ と を みと めら れない社会の中にある 「 か

べ」 なのです。

わたし たちの住む立川市では、 こ の社会の中にある「 かべ」 をこ わし て、 みんなが同じ よう

に便
べ ん り

利でく ら し やすいまちをつく るために多く の人が努
どり ょ く

力し ています。

そし て、 こ れから も っ と も っ と 、 こ の「 かべ」 をこ わし ていく ために、 条
じ ょ う

例
れい

ができまし た。

条
じ ょ う

例
れい

では以
い か

下のこ と を決めています。

・ いろいろな人がいるので、 おたがいを大切にするこ と 。

・ 差
さ べ つ

別をなく すためにひつよう な工
く ふ う

夫をするこ と 。

・ 日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活のこ まるこ と について理
り か い

解を深めるこ と 。

・ こ まるこ と を解
かいけつ

決するために話し 合っ て 協
きょ う

力
り ょ く

するこ と 。

こ の 条
じ ょ う

例
れい

では、 立川市でく ら すみんなが、 かがやき 、 生きがいをも ち、 安心し てく ら せる

まちを目指し ています。

障
し ょ う

害
がい

のある人も ない人も と も にく ら し やすい

まちをつく るための法
ほう り つ

律と 条
じ ょ う

例
れい
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こ んなこ と はさ れたら 悲し い▶ ▶ ▶ こ う し てく れたら う れし い

・ 車いすを 使っ ているこ と を 理由
に、 お店に入るこ と をこ と わる

・ スロープを設
せ っ ち

置し て車いすでも
利用できるよう にする

・ 身
し んたいし ょ う がいし ゃ

体障害者補
ほ じ ょ け ん

助犬（ 盲
も う ど う けん

導犬、

介
かいじ ょ けん

助犬、 聴
ちょ う

導
どう

犬
けん

） と いっ し ょ

にお店に入るこ と をこ と わる

・ 補
ほ じ ょ け ん

助犬と いっ し ょ に利用できる

・ 本人を無
む し

視し て、 つき そいの人
にだけ話し かける

・ 本人に対し て話す

・ 筆
ひつだん

談を おねがいし たのに、 対
たいおう

応
し ても ら えない

・ 希
き ぼ う

望に応
おう

じ て筆
ひつだん

談で対
たいおう

応する

・ まちでじ ろじ ろ見ら れる ・ じ ろじ ろ見ない

3 3

障
し ょ う

害
がい

のある人にかんするマーク のし ょ う かい

・ 障
し ょ う

害
がい

者
し ゃ

のための国
こ く さ い

際シンボルマーク

障
し ょ う

害
がい

のある 人が利
り よ う

用し やすいたても のやし せつである こ と を し

めす世界 共
き ょ う

通
つう

のシンボルマーク です。

・ 盲
も う じ ん

人のための国
こ く さ い

際シンボルマーク

目が見えない、 見えづら い人が安全に使えるよう に考えら れたた

ても の・ 設
せ つ び

備・ 機
き か い

械につけら れている世界 共
き ょ う

通
つう

のマーク です。

・ 白
はく

杖
じ ょ う

SO Sシグナル普
ふき ゅ う けいはつ

及啓発シンボルマーク

白
はく

杖
じ ょ う

を 頭の上50セン チメ ート ルく ら いに上げてサポート を も と

めている目が見えない・ 見えづら い人がいたら 、 すすんで声を かけ

てお手つだいをし よう と いう 運動を広めるためのマーク です。

・ ほじ ょ 犬マーク

身
し んたいし ょ う がいし ゃ

体障害者補
ほ じ ょ け ん ほ う

助犬法で決めら れた補
ほ じ ょ け ん

助犬（ 盲
も う どう けん

導犬、 介
かいじ ょ けん

助犬、 聴
ちょ う

導
どう

犬
けん

） が 障
し ょ う

害
がい

のある 人と いっ し ょ に入る し せつやお店の入り 口な

どにはり 、 補
ほ じ ょ け ん

助犬への理
り か い

解を広めるためのマーク です。

・ 耳マーク

聞こ えが不
ふ じ ゆ う

自由なこ と をし めすと と も に、 聞こ えない人・ 聞こ え

にく い人へのはいり ょ をし めすマーク でも あり ます。

・ オスト メ イ ト 用設
せ つ び

備／オスト メ イ ト マーク

オスト メ イ ト （ 手
し ゅ

術
じ ゅ つ

を し て、 おなかに人工肛
こ う も ん

門や人工ぼう こ う

を つけた人） をし めすマーク です。 オスト メ イ ト 対
たいおう

応のト イ レ など

の設
せ つ び

備につけら れています。

・ ハート ・ プラ ス マーク

心
し んぞう

臓やじ ん臓
ぞう

、 こ き ゅ う 器
き

など体の内部に 障
し ょ う

害
がい

がある 人を あら

わすマーク です。
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さ がし てみよう ！

学校や駅、 まちの中でこ のマーク をさ がし てみまし ょ う

・ 身
し んたい

体 障
し ょ う

害
がい

者
し ゃ

標
ひょ う

識
し き

手や足が不
ふ じ ゆ う

自由な人が運転する車につけているマーク です。

・ 聴
ちょ う

覚
かく

障
し ょ う

害
がい

者
し ゃ

標
ひょ う

識
し き

耳が聞こ えな い人・ 聞こ えづら い人が運転する 車につけている

マーク です。

障
し ょ う

害
がい

にかんするマーク 見つけた場所

障
し ょ う

害
がいし ゃ

者週間は、 毎年12月3 日から 12月9 日までの1 週間です。 国民の間に広く 障
し ょ う

害
がい

についての理
り か い

解と 関
かんし ん

心を深めるこ と や、 障
し ょ う

害
がい

のある人がさ まざまな分野の活動に積
せっ き ょ く てき

極的

に参
さ ん か

加する 意
い よ く

欲を 高める こ と を 目
も く てき

的と し てつく ら れたも のです。 立川市でも 、 毎年、

映
え い が

画の 上
じ ょ う

映
えい

、 アート 作品や小学生の絵の展
て ん じ

示などさ まざまなイ ベント を行っ ています。

●コ ラ ム● 障
し ょ う

害
がいし ゃ

者週間

3 5

ルールや用具を工
く ふ う

夫すると 、 多く の人がスポーツを楽し めるよう になり ます。

こ う し た工
く ふ う

夫をするこ と で、 障
し ょ う

害
がい

のある人も スポーツを楽し み、 障
し ょ う

害
がい

のし ゅべつやていど

に合わせて 競
き ょ う

技
ぎ

を行い、 世界でかつやく し ています。 その世
せかい さ い こ う ほう

界最高峰の国
こ く さ い

際 競
きょ う

技
ぎ

大会がパラ

リ ンピッ ク で、 オリ ンピッ ク し ゅう り ょ う 後に引きつづきかいさ いさ れています。

例
れい

・ 7 人制
せい

サッ カ ー（ し あい時間を 工
く ふ う

夫）　 前半15分後半15分の合計30分でプレ ーするサッ カ ー

・ シッ ティ ングバレ ーボール（ ルールを 工
く ふ う

夫）　 床におし り を つけたままプレ ーするバレ ーボール

・ サウンド テーブルテニス（ 用具と ルールを 工
く ふ う

夫）

アイ マスク をし た選
せんし ゅ

手が、 すずの入っ たボールをネッ ト の下を く ぐ ら せてプレ ーする卓
たっ

球
きゅ う

みんなが楽し めるスポーツ



やっ てみよ う

シッ ティ ングバレーボール

3 6

シッ ティ ングバレーボールをし た感想を書こ う 。

　 おも し ろ かっ たと こ ろ 、 工
く ふ う

夫し たと こ ろ など、 く わし く 書こ う 。

（ 提供： 一般社団法人

日本パラ バレーボール協会）

①じ ゅ んび運動 かたや首、 指をし っ かり スト レッ チし まし ょ う

すわっ たじ ょ う たいでの受け身の練習

（ 後ろ にたおれても あごを引いて頭を打たないよう にし まし ょ う ）

②ルール バレーボールと 同じ と こ ろ

・ 6 人1 チームでプレーをする

・ 25点をさ いし ょ にと ると 、 1 セッ ト と れる

・ 3 セッ ト を先にと ると 勝ち

・ 自分のコ ート から 、 相手のコ ート へ3 回以
い な い

内に返す

バレーボールと ちがう と こ ろ

・ 全員がすわっ てプレーをする

・ ボールにさ わると き に、 おし り をゆかから はなし てはいけない

・ コ ート の大き さ がせまい（ サイ ド ラ イ ン10ｍ、 エンド ラ イ ン6 ｍ）

・ ネッ ト の高さ が低い（ 男子1. 15ｍ、 女子1. 05ｍ）

③注意点 なれるまでは、 1 回バウンド まではよい、 キャ ッ チを し ても よいなどの

ルールを作っ ても よい

④練習例
れい

・ いどう リ レーゲーム　 ゆかにおし り をつけたままいどう する練習

・ れんぞく パスゲーム　 円をつく っ てボールをパス

●ソ フ ト バレーボール

●ネッ ト またはコ ーンと ひも

じ ゅ んびする も の



おわり に

ユニバーサルデザイ ンのこ と 、 障
し ょ う

害
がい

のこ と を学んでみてどんなこ と を感じ まし たか？

障
し ょ う

害
がい

のある人も ない人も 、 大人も 子ども も 一人ひと り がちがう こ と を前
ぜんてい

提に、 いろ い

ろ な人がみなさ んと 同じ 立川市でく ら し ています。

日
にち

常
じ ょ う

生活や社会生活でのこ まるこ と がわかると 、 こ まっ ている人に出会っ た時に「 わ

たし に何ができ る のか？」 を 考えて行動でき る よ う になり ます。「 何かお手つだいし ま

し ょ う か？」 の一言で、 こ まるこ と が解
かいけつ

決でき るかも し れません。

あなたの思いやり の心がつたわる と 、 おたがいがゆたかな気持ち になり 、「 みんなの

笑
え が お

顔」 につながっ ていき ます。

ユニバーサルデザイ ン のまちと 、 バリ アフ リ ーの心で、 と も にく ら し やすい、 みんな

がかがやけるまちをつく っ ていき まし ょ う 。

が
り

Tha nk
Y ou !

あ と
う


